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表現行為と危機管理との問題　その３

（１）表現行為は何らかの安全保障上の脅威となることもあれば、逆に表現そのものが脅威にさら
されることもある。表現行為は常にさまざまな角度から危機管理と結びついているものである。こ
れまでも表現の自由に対する制約や表現を阻害するさまざまな要因について研究を行ってきた。そ
のため表現行為とかかわる諸問題について、分析を行っていく。

（２）ウクライナにおけるこれらの事項についても比較研究として取り扱っていく。

・研究の進捗状況
近年のウクライナの事例などをふまえて表現や文化とアイデンティティとの関係について研究し
た。またウクライナ法についての翻訳も行った。

・得られた成果
表現とアイデンティティとの関係から、現在のウクライナ問題に繋がるアイデンティティの重要性
を明らかにした。

・今後の課題
これまでの成果をふまえて次年度においても引き続き研究を行う。また翻訳を進めていき、今後の
我が国におけるウクライナ研究に資するものを積み重ねていきたい。

・研究実績
【書籍他】
１、田上雄大、（書評）比良友佳理『著作権と表現の自由』、勁草書房、図書新聞 (3711) 2025年
11月8日
２、田上雄大、法学入門(担当:分担執筆, 範囲:第２章 法の存在形式・法の分類)、弘文堂 2026年
2月12日 (ISBN: 9784335002625)
３、田上雄大、ウクライナ文化の挑戦 : 激動の時代を越えて(担当:共著, 範囲:ウクライナにおけ
る法令関係データベースの操作性)、幻戯書房 2025年12月 (ISBN: 9784864883351)
【学会報告】
１、田上雄大、憲法における情報分析―ウクライナ憲法における「人」― 、日本臨床政治学会 現
代政治研究部会 2025年8月23日、日本大学通信教育部
２、田上雄大、表現の自由再考、日本出版学会 2025年 総会・春季研究発表会 2025年5月31日、専
修大学神田キャンパス10号館
３、田上雄大、法の下の平等の例外についての考察、日本政治法律学会 2025年度 春季研究大会
2025年5月24日、宮崎産業経営大学


